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２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２６

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
３
月　
１２

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
契
約
差
金

や
不
用
額
等
の
整
理
を
主
な
目
的
と

し
、
歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
の
増

収
（
３
億　

万
９
千
円
）、
歳
出
減
に

７７０

伴
う
都
支
出
金
の
減
（
△
２
億
４
千

　

万
４
千
円
）
な
ど
、
歳
出
で
は
、

７０９「
新
庁
舎
建
設
に
要
す
る
経
費
」
の

減
（
△
３
千　

万
９
千
円
）、「
臨
時

３１９

福
祉
給
付
金
給
付
に
要
す
る
経
費
」

の
減
（
△
１
億
１
千　

万
円
）
な
ど

６２７

で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

歳
入
に
つ
い
て
、
法
人
市
民
税
の

現
年
度
課
税
分
は
約
３
億
円
、
地
方

消
費
税
交
付
金
等
の
税
連
動
交
付
金

は
１
億
３
千
万
円
を
超
え
る
増
額
補

正
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
財
政
調

整
基
金
は
約
９
億
２
千
万
円
を
取
り

崩
す
が
、
最
終
的
に
平
成　

年
度
末

２６

残
高
は
約　

億
４
千
万
円
に
な
る
。

１２

以
上
の
点
か
ら
賛
成
す
る
。

 　

３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２０

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
３
月　
２３

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、

地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
交
付
金（
８
千　

万
３
千
円
）

１２７

な
ど
、
歳
出
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

地
域
商
品
券
の
発
行
事
業
等
に
係
る

「
商
工
振
興
に
要
す
る
経
費
」（
７
千

　

万
９
千
円
）
な
ど
で
す
。

７４８
　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算
（
第
８
回
）

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算
（
第
９
回
）

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

国
の　

分
の　

の
交
付
金
を
活
用

１０

１０

し
た
補
正
予
算
で
あ
る
が
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
地
域
商
品
券
は
、
市
内
の
小

規
模
商
店
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の

か
疑
問
。
空
き
店
舗
等
の
活
用
支
援

も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
。
今
後
も
交

付
金
を
活
用
す
る
な
ら
、
冒
険
遊
び

場
の
よ
う
な
多
世
代
交
流
の
拠
点
づ

く
り
へ
人
員
を
配
置
し
、
事
業
拡
大

に
繋
が
る
こ
と
を
望
む
。

 　

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
な
ど
の
予

算
は
評
価
す
る
が
、
国
保
税
７
千　
５００

万
円
、
介
護
保
険
料
１
億
７
千　

万
７４９

円
の
負
担
増
、
集
会
施
設
、
が
ん
検

診
有
料
化
に
よ
り
厳
し
い
生
活
が
更

に
厳
し
く
な
る
。
一
方
で
第
２
地
区

再
開
発
に
４
億
円
を
か
け
、
税
金
の

使
い
方
が
間
違
っ
て
い
る
。
新
福
祉

会
館
建
設
、
東
セ
ン
タ
ー
委
託
化
な

ど
政
策
決
定
過
程
に
も
問
題
が
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

第
４
次
基
本
構
想
の
将
来
像
の
実

現
に
向
け
、
行
財
政
改
革
に
真
摯
に

取
り
組
み
、
力
を
合
わ
せ
、
信
頼
の

小
金
井
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

難
局
を
乗
り
越
え
て
小
金
井
の
未
来

の
た
め
に
限
り
あ
る
行
政
経
営
資
源

を
活
用
し
て
、
更
な
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
・
増
進
を
図
っ
て
い
る
こ

と
を
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

多
摩　

市
の
来
年
度
予
算
額
（
市

２６

民
１
人
あ
た
り
）
と
比
較
す
る
と
、

平

成　

年

度

２７

一

般

会

計

予

算

本
市
は
、
民
生
費
、
教
育
費
が
ワ
ー

ス
ト
１
位
、
児
童
福
祉
費
、
保
健
衛

生
費
が
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
あ
る
。
一

方
、
土
木
費
は
高
い
方
か
ら　

番
目

１０

で
あ
る
。
予
算
編
成
の
根
本
思
想
が

間
違
っ
て
い
る
。
な
お
、
可
燃
ご
み

３
市
共
同
処
理
に
要
す
る
経
費
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
賛
同
で
き
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

民
間
活
力
を
導
入
し
、
認
可
保
育

所
だ
け
で
も　

人
の
新
た
な
定
員
枠

２７４

の
確
保
、
学
童
保
育
事
業
委
託
に
よ

る
時
間
延
長
等
、
肺
が
ん
検
診
の
日

数
の
大
幅
な
拡
充
や
、
認
知
症
対
策

の
充
実
等
の
予
算
を
主
に
評
価
す
る
。

理
事
者
と
職
員
に
は
、
住
民
福
祉
増

進
の
た
め
、
横
の
連
携
を
大
切
に
し

て
業
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

可
燃
ご
み
３
市
共
同
処
理
経
費
が

含
ま
れ
て
お
り
賛
成
し
た
か
っ
た
が
、

新
福
祉
会
館
建
設
設
計
費
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
第
２
地
区
再
開
発
補
助

金
、
東
セ
ン
タ
ー
委
託
経
費
の
計
上
、

庁
舎
建
設
基
金
の
積
立
て
が
な
い
点

か
ら
反
対
す
る
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
増
員
は
、
子
ど
も
の
育
ち

を
応
援
す
る
意
味
で
評
価
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

福
祉
会
館
関
連
予
算
の
混
乱
の
原

因
が
、
部
局
の
チ
ェ
ッ
ク
の
甘
さ
だ

と
す
れ
ば
、
業
務
管
理
上
大
き
な
問

題
が
あ
る
。
市
長
を
は
じ
め
担
当
部

局
に
は
、
法
令
上
の
問
題
を
早
急
に

解
消
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
ま

た
、
東
セ
ン
タ
ー
委
託
問
題
で
は
、

課
題
解
消
ま
で
委
託
す
べ
き
で
な
い

が
、
引
き
続
き
市
民
視
点
で
の
予
算

活
用
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

市
長
の
提
案
姿
勢
、
行
政
の
運
営

体
制
、
予
算
編
成
の
在
り
方
に
大
き

な
問
題
が
あ
る
。
庁
内
連
携
が
不
十

分
で
市
民
参
加
も
形
骸
化
し
て
い
る
。

新
福
祉
会
館
建
設
計
画
の
撤
回
と
東

セ
ン
タ
ー
委
託
問
題
は
市
長
の
監
督

責
任
が
強
く
問
わ
れ
る
。
新
庁
舎
建

設
設
計
費
や
基
金
の
積
立
て
が
な
く
、

公
共
施
設
再
配
備
の
先
が
見
え
な
い

こ
と
が
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

本
予
算
に
は
将
来
を
見
据
え
た
も

の
な
ど
市
政
運
営
に
欠
か
せ
な
い
予

算
が
多
く
計
上
さ
れ
て
お
り
、
適
切

な
執
行
を
求
め
る
。
行
財
政
改
革
も

進
め
ら
れ
て
い
る
。
福
祉
会
館
建
て

替
え
の
方
策
と
し
て
の
大
学
と
の
共

同
研
究
は
高
く
評
価
す
る
が
、
十
分

な
準
備
を
欠
い
た
。
今
回
の
教
訓
を

前
向
き
に
捉
え
、
新
た
な
試
み
に
取

り
組
む
姿
勢
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

こ
の
当
初
予
算
は
、
市
民
１
人
当

た
り
の
金
額
に
換
算
し
て　

市
と
比

２６

較
す
る
と
、
総
務
費
、
民
生
費
、
教

育
費
は
最
下
位
、
歳
出
全
体
で
も
最

下
位
で
、
他
市
平
均
の　

％
し
か
な

８８

い
。
平
成　

年
度
決
算
と
比
較
し
て

２５

も
悪
化
し
て
い
る
。
市
長
が
こ
の
打

開
策
を
示
さ
な
い
た
め
、
反
対
す
る

こ
と
に
よ
り
市
長
の
発
奮
を
求
め
る
。

 　

３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２０

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
３
月　
２３

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
福
祉
会
館

設
計
事
業
の
執
行
の
凍
結
に
伴
う

「
福
祉
会
館
に
要
す
る
経
費
」
の
減

（
△
４
千　

万
２
千
円
）
な
ど
で
す
。

８２２

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た

め
の
交
付
金
に
係
る
経
費
を
平
成　
２６

年
度
で
計
上
し
、
繰
越
明
許
と
な
っ

た
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
平
成　

年
２７

度
当
初
予
算
か
ら
重
複
し
た
部
分
を

取
り
下
げ
、
他
に
福
祉
会
館
事
業
に

つ
い
て
質
疑
の
状
況
か
ら
更
な
る
協

平
成　

年
度
一
般
会
計

２７

補
正
予
算
（
第
１
回
）

議
と
調
整
が
必
要
な
こ
と
か
ら
取
り

下
げ
る
も
の
で
、
必
要
不
可
欠
な
予

算
と
な
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

福
祉
会
館
設
計
事
業
負
担
金
が
減

額
補
正
さ
れ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

公
共
施
設
計
画
に
大
学
の
知
見
を
活

か
す
こ
と
は
賛
成
だ
が
、
事
業
内
容

を
み
る
と
種
々
の
疑
問
が
あ
る
。
調

査
の
中
で
不
適
切
な
部
分
が
あ
っ
た

と
の
認
識
を
持
ち
、
減
額
補
正
さ
れ

た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
前
例
の
な

い
事
業
は
、
関
連
法
令
を
精
査
し
細

心
の
注
意
を
払
い
、
提
案
願
い
た
い
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

２７

生
文
教
委
員
会（
板
倉
真
也
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
９
日
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
伴
い
、
教
育
長
の
職
務
専
念
義
務

の
特
例
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

安
倍
内
閣
は
当
初
、
教
育
委
員
会

制
度
の
廃
止
を
目
指
し
た
が
、
保
守

層
を
含
む
国
民
的
反
対
で
見
送
ら
れ

た
。
し
か
し
、
首
長
の
関
与
等
を
強

め
る
虚
首
長
任
命
の
新
教
育
長
、
許

首
長
の
教
育
大
綱
制
定
権
、
距
首
長

と
教
育
委
員
と
の
協
議
体
で
あ
る
総

合
教
育
会
議
が
導
入
さ
れ
た
。
日
本

共
産
党
は
、
教
育
へ
の
首
長
の
介
入

を
強
め
る
今
回
の
改
定
に
反
対
す
る
。

 　

３
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会（
中
山
克
己
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月　

日
の
委
員
会
で

２０

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る

義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

及
び
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

審
議
し
た
主
な
議
案

　

本
条
例
は
、
地
方
公
務
員
の
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
に
基
づ
い
た

給
与
の
減
額
改
正
、
育
児
休
業
取
得

の
一
助
と
し
て
の
期
末
手
当
の
算
定

方
法
の
変
更
を
目
的
に
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

今
後
の
影
響
額
に
つ
い
て
、
平
成

　

年
度
だ
け
見
れ
ば
、
退
職
手
当
、

２７給
料
、
そ
の
他
の
手
当
を
含
め
、
改

定
の
影
響
は
マ
イ
ナ
ス
だ
が
、
地
域

手
当
を
平
成　

年
３
月
ま
で
に　

％

３０

１０

か
ら　

％
へ
上
げ
る
こ
と
で
、
給
与

１５

費
総
額
は
確
実
に
増
え
る
。
地
域
手

当
の
影
響
額
に
つ
い
て
正
し
く
住
民

に
伝
え
て
お
ら
ず
、
反
対
す
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

政
府
は
、
辺
野
古
へ
の
米
軍
基
地

建
設
を
し
ゃ
に
む
に
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
普
天
間
基
地
や
沖
縄
県
民

の
負
担
軽
減
に
な
る
と
説
明
し
て
い

る
が
、
更
な
る
基
地
被
害
の
押
し
付

け
、
危
険
性
の
増
大
と
な
る
。
米
軍

基
地
は
不
要
と
の
県
民
の
意
思
は
す

で
に
明
ら
か
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
。
本
意
見
書
に
賛
成
す
る
。

沖
縄
の
民
意
を
尊
重
し
、

辺
野
古
へ
の
基
地
建
設
を

行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

議
会
基
本
条
例
（
案
）
策
定
の

進
捗
状
況
、
会
議
録
、
今
後
の
開

催
日
程
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

過
去
の
開
催
日
程　

　

▼
第　

回
＝
３
月
６
日
（
金
）

２８

　

▼
第　

回
＝
３
月　

日
（
金
）

２９

２７

　

▼
第　

回
＝
４
月
９
日
（
木
）

３０

　

▼
第　

回
＝
４
月　

日
（
月
）

３１

２７

　

▼
第　

回
＝
５
月　

日
（
月
）

３２

１１

議
会
基
本
条
例

策
定
代
表
者
会
議

　次の案件は、各委員会で総括の意見・要望の
発言を行い、調査を終了し、３月２５日の本会議
で調査報告を行いました。（「行財政改革に係る
諸問題の調査」については中間報告とし、引き
続き調査を行います）

厚生文教委員会
▶所管事務調査（子どもに関する諸問題の調査）

建設環境委員会
▶所管事務調査（ごみ処理対策及び資源循環型
社会形成に係る諸問題の調査）
▶所管事務調査（駅周辺のまちづくりに係る諸
問題の調査）
▶所管事務調査（小金井市の環境政策推進とエ
ネルギーに係る諸問題の調査）

議会運営委員会
▶議会改革に関する諸問題の調査

行財政改革調査特別委員会
▶行財政改革に係る諸問題の調査

委員会の調査案件

 　

２
月　

日
、　

日
及
び　

日
の
本

２３

２４

２６

会
議
に
お
い
て
、
市
長
か
ら
平
成　
２７

年
度
の
市
政
運
営
方
針
及
び
予
算
の

大
要
に
つ
い
て
の
所
信
表
明
後
、
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

※　

内
容
は
、
市
報
こ
が
ね
い
（
平

成　

年
４
月
１
日
号
）、
市
ホ
ー

２７
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
施
政
方
針
を
表
明

２７

　

住
所
変
更
の
あ
っ
た
議
員
と
新
し

い
住
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

湯
沢　

綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

住　

所　

東
町
４
―
６
―　
　

ソ
レ

１７

イ
ユ　
２０１

※　

電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。 議

員
の
住
所
が

変
わ
り
ま
し
た


